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第1章 はじめに 

 
1.1 調査の目的 

研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン（平成 26 年 8 月 26 日、文

部科学大臣決定）（以下「ガイドライン」という。）の適用から 5 年が経過し、ガイドライ

ンの適用を受ける全ての研究機関において研究不正への対応に関する規程・体制の整備が

進められるとともに、研究者に対する定期的な研究倫理教育が実施されるなど、ガイドライ

ンに基づく取組が定着してきた。 
研究者の研究倫理教育の受講率は高い水準にあり、研究公正に関する知識・理解は定着し

てきたと考えられるが、その受講率は未だ 100%を達成しておらず、また、ガイドライン施

行後の研究不正事案は年間 10 件程度で推移している。 
ガイドラインの適用から 5 年が経過したことから、今後の研究公正に係る施策を検討す

るに当たって、ガイドラインに基づくこれまでの取組を検証し、それを踏まえた改善や実効

性の向上に向けた対応を講じることが重要である。 
このため、アンケート調査により、研究機関における研究倫理教育の取組や研究公正に関

する学生への指導の状況、研究者や学生の研究公正に関する認識や取組、研究公正に関わる

人材・体制に関する状況など、研究公正に関する実態を把握するとともに、ヒアリング調査

において、アンケート調査では確認できない、研究公正に係る取組・運用の状況や特徴的な

取組を調査・分析し、これまでの研究不正に係る取組について検証することにより、今後の

研究不正に係る施策の検討に必要な基礎的な知見を得ることを目的とする。 
 

1.2 調査の対象・方法・内容 

本受託業務においては、国内の研究機関、研究者及び博士課程学生を対象に、アンケート

調査を実施するとともに、国内の 5 大学（国公私立大学）を対象としてヒアリング調査を実

施し、研究倫理教育に関する取組状況、研究公正に関する認識・課題、研究公正・研究倫理

に関わる人材・体制等の状況について調査・分析を行う。なお、調査結果は今後統計的手法

を用いた分析などにも活用可能な形で整理する。 
調査・分析結果を踏まえて、我が国における研究公正・研究倫理を担う人材や研究倫理教

育の在り方、研究者が公正な研究活動に取り組む環境の向上など、研究公正に係る取組の実

効性の向上に関する今後の方向性について考察を加える。 
 

1.3 調査の期間 

本調査の実施期間は、2020 年 9 月 29 日から 2021 年 3 月 31 日までの約 6 か月間であ

る。 
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1.4 調査の実施体制 

本業務は、文部科学省からの委託を受け、公益財団法人未来工学研究所（以下「未来工学

研究所」という。）が実施した。調査の実施に当たっては、未来工学研究所に研究公正・研

究倫理教育や統計分析について知見を有する専門家（人文・社会系分野、理工系分野、生命

科学・医学系分野の専門家を含む。）からなる事業委員会を設置し、2020 年 10 月 27 日、

2021 年 1 月 29 日、3 月 2 日の計 3 回委員会を開催し、調査内容・結果について助言をい

ただいた。 
 

○事業委員会委員 

井野瀬 久美恵 甲南大学 文学部 教授（主査） 
田中 智之 京都薬科大学 病態薬科学系 薬理学分野 教授 
土屋 隆裕 横浜市立大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 教授 
松澤 孝明 日本医療研究開発機構（AMED） 研究公正・業務推進部長 
依田 照彦 早稲田大学 理工学術院 名誉教授 
 

（五十音順、敬称略） 

○事務局・調査担当者 
依田 達郎 未来工学研究所 政策調査分析センター 主席研究員 
多田 浩之 未来工学研究所 政策調査分析センター 主席研究員 

大竹 裕之 未来工学研究所 政策調査分析センター 主任研究員 

野呂 高樹 未来工学研究所 政策調査分析センター 主任研究員 

宮林 正恭 未来工学研究所 研究参与 

 
アンケート調査の実施は依田・大竹・野呂が、ヒアリング調査の実施は多田・依田・野呂・

宮林が担当した。報告書の第 1 章、第 2 章の 2.3～2.7、第 3 章は依田が、第 2 章の 2.6.2 の

4)④と 2.6.2 の 4)③は宮林が、第 2 章の 2.1 と 2.2 は依田・大竹が、第 4 章は多田・野呂・

依田が、第 5 章は宮林・依田が担当した。報告書のとりまとめは依田が行った。 
なお、本調査の実施に当たっては、アンケート調査の実施において、国内の大学・研究機

関と所属する教員・研究者をはじめ、多くの方々にご協力を頂いた。また、アンケート調査

の実施に当たり、野内玲様（信州大学 医学部公正研究推進講座助教）から助言を頂いた。

ヒアリング調査では京都大学、新潟大学、大阪市立大学、慶應義塾大学、日本大学の研究公

正等の担当部局、教員の方々にご協力を頂いた。事業委員会の委員とこれらの方々には、謝

意を表する。 
なお、報告書の記述の責任は本委託業務の受託者である未来工学研究所にある。 
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